
     

         

 

 

 

 

主題いっしょにね・じっくりと・かさねる 保育テーマ 数 月の歌 やぎさんゆうびん・たこのうた 

聖句 イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された 

ルカによる福音書 2章５２節 

毎月の讃美歌 ♪ちいさなはなが♪みみを

すまして♪ひかりのこらしくあるきなさい 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・神さまに愛され、自分も友だちも大切にされているこ

とを感じ、喜ぶ。 

・友だちや保育者といることを喜び関わろうとする。 

・伝承遊びや季節の遊びなどを通して、友だちとじっく

り過ごすことを楽しむ。空気の冷たさ、霜、氷、雪、

木々の冬芽などから冬を五感で感じる。 

1 月の聖句は新約聖書〔ルカによる福音書〕2 章 52 節「イエスは知恵が増し、背丈も伸び、

神と人とに愛された」という言葉です。イエスの生涯は 33 年前後ですが、青年期の描写は聖

書に書かれていません。クリスマスの後、いくつかの幼少期のエピソードが書かれているだけ

で、急に大人になって話が飛びます。1 月の聖句はその幼少期を語る最後の言葉です。イエス

の幼少期のエピソードが欠落している理由には諸説ありますが、決定的なことは分かりません。

神の子でありながら人の苦しみや悲しみを一身に引き受けることを運命づけられているイエス

が本当に人の苦しみや悲しみを知るためには無名の普通の人として生きる必要があったからだ

と解釈されています。その人生の中でイエスは神に守られて知恵と愛に満ちた人へと成長して

いったことがこの短い一節に込められています。神に導かれる生涯は愛によって神と人とを、

また、人と人とを結びつけるものです。分断を煽る世界にあっても、子どもたちが神と人とに

愛されて、愛をもって融和と平和に満ちた生涯を送ってほしいと願います。今年一年、みなさ

んが神の恵みに満たされて日々の生活を送ることができますように、お祈りいたします。 
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※お楽しみメニューの日は、白ご飯は不要です 

※体育教室は体操服での登園です（ゼッケンもお願いします） 

 

 


